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１．はじめに

　小学校学習指導要領において，家庭科の目標は「衣

食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，

日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を

身に付けるとともに，家庭生活を大切にする心情を

はぐくみ，家族の一員として生活をよりよくしよう

とする実践的な態度を育てる」とし，学習内容は「Ａ

家庭生活と家族」，「Ｂ日常の食事と調理の基礎」，「Ｃ

快適な衣服と住まい」，「Ｄ身近な消費生活と環境」

の４つとなっている。このうち「Ａ家庭生活と家族」

については，（１）「自分の成長と家族」，（２）「家

庭生活と仕事」，（３）「家族や近隣の人々とのかか

わり」の３項目で構成されており，「家庭生活を実

際の生活により近いものとして総合的にとらえるこ

とができるようになり，より効果的な学習が展開で

きることを意図」して，Ｂ，Ｃ，Ｄの内容と関連さ

せて学習させることや，Ａ（１）「自分の成長と家族」

アの事項をガイダンスとして第５学年の最初に学ぶ

ことなどが示されている１）。

　「家庭生活と家族」について濱崎は，「子どもが生

きる家族の現実と教師が望む教育的願いや教えるべ

き教育内容とのそぐわなさに，教師たちがいかに葛

藤し，困難を感じているか」と，家族が主題の学び

に教師が抱く困難を述べている２）。また菊地は，家

族の多様化が進行する近年，「従来の家族観には当

てはまらない家族で暮らす子どもが多数いることが

十分予想されるなかで，ある特定の家族のあり方を

理想として家族や家庭生活について学ばせること

は，その理想からはずれた子どもたちを作り出し，

場合によっては自らの家族を否定的に捉えることに

もなりかねない」と指摘し，「固定的な家族観にと

らわれることなく多様な家族のあり方を学ぶ」家庭

科教育の意義を検討している３）。加地らも，「建前

論や一般論の『家族・家庭生活』ではなく，『児童

一人ひとりの家族・家庭生活』に指導者も向き合

い，児童それぞれが『自分自身の生活』に関心をも

ち，自分の生活の中から課題を発見し，解決策を見
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いだせるような学習を展開したい」と述べる４）など，

この分野のもつ独特の性質やそれに伴う教育的課題

については数多く論じられている。

　教員養成課程において「家庭生活・家族」の内容

をどのように扱うかは筆者にとって課題であり，本

研究では学生自身が家庭生活や家族についてよく考

えを巡らせ，理解をしたうえで児童への指導にあた

るための授業実践を試みることとした。

　大学での集団授業において受講生同士の意見交換

は，多数の思考に触れることのできる有効な手段で

ある。しかし，家庭生活や家族に関する内容は繊細

な面を持ち合わせており，私的意見を活発に交わす

には慎重な準備と態度が必要である。そこで今回は，

ディベートの手法を用いることにした。ディベート

は，いかに説得力のある意見を出すかを競い，勝敗

を決めるというゲームの要素が強く，そこに個人的

意見は必要ない。また，チームが勝利するための決

定的な意見を見つけ出すためや，相手チームからの

質問に答えるために，さまざまな角度から物事を考

えることを自ずと可能とする。

２．目的

　小学校学習指導要領家庭科「A 家庭生活と家族」

の内容について，ディベートの手法を用いることで

教員志望の学生が自身の家族について見つめ直し，

考えを深めるとともに児童への指導につなげるため

の授業実践を行うことを目的とした。また，実践後

に学生への意識調査や指導案作成，模擬授業を行う

ことによりディベートの効果を検討した。

　ディベートは物事を多角的に考えることができる

ほか，私的意見は求めないため，家庭生活や家族の

題材を扱うにあたり適した手法と判断したことか

ら，本研究において用いることとした。

３．方法

　3.1　対象学生
　授業実践を行うのは平成 29 年前期開講，本学「初

等家庭科教育通論」の授業内で，受講生は小学校教

員免許取得希望の１年生 10 名（うち男子５名），２

年生３名，３年生２名（うち男子１名），４年生１

名の計 16 名である。このうち 10 名の学生は，普段

の生活の中で家族についてときどき考えることがあ

り，残りの学生は改まって考えるようなことはない

という実態があった。また，ディベートの経験を調

査したところ，半数は数回の経験があるがルールを

覚えていない状態であり，残りの半数はまったく

やったことがないとのことであった。

　3.2　ディベート実践
　家庭生活や家族に関する２つの論題について，肯

定側，否定側，審判の三役に分かれてディベートを

実践した。この三役は，筆者が論題を提示する前に

学生が任意選択し，それぞれの座席に着席すること

で決定した。ただし審判は３名とし，一つ目のディ

ベート終了後に座席替えを行った。

　肯定側・否定側の各チームは，一つの論題につき

10 分間，個人で意見をまとめたりチームのメンバー

で作戦を練ったりする時間をとり，その後 20 分間

のディベートを行った。ディベート後は審判役の学

生が一人ずつ，根拠とともに勝利チームを発表し，

票の多かったチームを勝利とした。終了後，授業時

間内で考察レポートに取り組ませ提出させた。

　論題を２つ用意したのは，前項で述べた学生の実態

を鑑みて，家庭生活や家族について考える機会を少し

でも多く設けたいとの理由からである。また，ディベー

トの進行手順や規則は厳密にせず，おおよそ同じ持ち

時間で意見や質問を交互に出し合うことにした。その

他，討論中の意見は相手チームではなく審判に向かっ

て主張することや，相手チームの意見を最後まで聞く

こと，個人のプライバシーに関わることや相手の人格

否定につながる発言は決してしないなどのマナー面に

ついても事前に指導することとした。

　3.3　指導案作成および模擬授業
　ディベート実践の後に別の授業コマにおいて，「Ａ

家庭生活と家族」分野にかかわる指導案を作成させ，

４班に分かれて模擬授業を行わせた。実際には 45

分の授業であったが，時間の都合により 30 分に短

縮して模擬授業を実践した。展開の一部は口頭説明

にとどめるなどするよう指示した。

　指導案の作成にあたっては，対象学年や実施時期，

児童の実態，前後の題材などを任意で設定させた。
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　3.4　学生への意識調査
　3.4.1　アンケート調査
　ディベートおよび指導案作成，模擬授業後に学生

に対し質問紙によるアンケート調査を行い，分析し

た。質問紙は授業内で配布・回収したため回収率は

100％であった。

　3.4.2　質問紙の内容
　次の設問１～６に答えよ。各設問の（１）につい

ては，①強くそう思う，②そう思う，③どちらとも

いえない，④あまりそう思わない，⑤まったくそう

思わない，のうちあてはまる項目１つを選択しなさ

い。

　設問１（１）ディベートを行うことで，個人的意

見にとらわれず多様な考えを巡らせることができた

か。（２）④もしくは⑤を選択した場合，その理由

を記述しなさい。

　設問２（１）ディベートで他者の意見を聞くこと

で，自分の考えが揺り動かされたり新たな考えが生

まれたりしたか。（２）④もしくは⑤を選択した場合，

その理由を記述しなさい。

　設問３（１）ディベートを行うことで，自分の家

庭生活・家族について考えが深まったか。（２）④も

しくは⑤を選択した場合，その理由を記述しなさい。

　設問４（１）ディベートを行うことで，家庭生活・

家族について教師として子どもに伝えたいことが明

確になったか。（２）④もしくは⑤を選択した場合，

その理由を記述しなさい。

　設問５（１）家庭生活・家族に関する授業構想・

指導案作成・模擬授業において，ディベートの経験

は効果的であったか。（２）④もしくは⑤を選択し

た場合，その理由を記述しなさい。

　設問６家庭生活・家族に関するディベートや指導

案作成，模擬授業について自由に記述しなさい。

４．結果と考察

　4.1　ディベート実践
　4.1.1　論題１「人は結婚すべきである」
　学生に肯定側・否定側・審判を選択し着席させた

ところで，一つめの論題，「人は結婚すべきである」

を提示した。まず，10 分間で着席した側の意見を

個人でまとめ，チームの仲間とのミーティングを

もった。その後，20 分間のディベートを行った（写

真１）。

　双方のチームから出された意見は，主に図１のよ

うな内容であった。肯定側からは，結婚することで

人生に幸福感を味わえることや，子どもをもつ喜び

を主張する意見が多くあった。これに対し，否定側

からは，一人で生きていく方が気楽であることや結

婚のデメリットの主張が目立った。また，好きな人

ができたら結婚しなくても一緒に生活できること，

子どもをもつことも可能である点を肯定側に指摘し

ていた。この指摘について肯定側は，結婚というか

たちが親や世間から一番認めてもらえると反論する

など，活発な討論となった。守るべき家族ができる

ことで考え方やみえる社会が変わる，未来がつな

がっていくなどの主張が審判に評価され，結果的に

は肯定側の勝利となった。

　授業後の考察レポートには，「私たちくらいの年

齢になると結婚は憧れの一つであるが，ちゃんと話

し合いをするとメリット・デメリットが出てきて結

婚のイメージが変わってきた」，「結婚に夢があった

が，否定側の意見を聞いて，自分の時間がなくなっ

たりお金の問題が出てきたりして少し冷めた」，「結

婚はしてもしなくてもよいと思っていたが，ディ

ベートをしたことで，できるだけ結婚すべきと思う

ようになった」，「双方の意見に納得し，迷いが出た」，

「私はジャッジをしたのだが，自分自身は結婚に否

定派だった。しかし，『結婚』＝『幸せ』という肯

定側の主張を聞いて確かにそうだと思った」などの

記述があり，ディベートで多数の意見に触れたこと

で自身の元々の考えが揺さぶられたり，新たな考え

に変わったりした様子が見受けられた。また，「事

実婚など結婚のかたちは多々あり，人それぞれの考

えがあるものだと思った」，「結婚することで大変な

こともありそうだが，得られる幸せはとても大きく

大切ではないかと思った」，「結婚することが幸せに

結びつかなかったのだが，自分を支えてくれる連れ

合いは生きていくうえで大事なのだろうと思った」，

「結婚が幸せかというと，現実は違うと思う」など

の記述もあり，ディベートを機に結婚や幸せ，生き

方について考えを巡らせた姿もうかがい知ることが

できた。
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写真１　ディベート風景

　4.1.2�　論題２「家族を一言で表すのは血縁関係
である」

　論題１のディベート終了後に席替えを行い，新た

な論題「家族を一言で表すのは血縁関係である」を

提示した。家族にとって最も重要なのは血縁関係か

どうかを問うものである。学生からは「難しい」と

か「（着席した座席とは）違う意見だから困った」な

どの声があがった。論題１と同様に 10分間の準備

後に 20分間のディベートを行った。肯定側は，家

族として頭に浮かぶのは血縁者ばかり，血のつなが

りに勝るものはない，といった意見や，科学的にも

客観的にも家族と証明できる唯一の証拠となるのが

血のつながりであることなどを主張した。対する否

定側からは，家族にとって最も大事なのは心のつな

がりや絆，信頼関係であるという意見がいくつも出

された。また，肯定側の主張が正しければ，夫婦は

家族とは呼べないのではないかとの鋭い質問もあっ

た。この質問に肯定側は，夫婦から生まれた血のつ

ながった子どもが，二人を家族としてつなげている

と答えた。論題１のディベートと同様，時間いっぱ

い活発な意見のやり取りがなされ（図２），結果的に

否定側の勝利となった。論題１では特定の学生が何

度も意見を言う場面が多かったことに対して論題２

においては，回数を重ね場慣れしたことにより学生

全員が発言することができ，ディベートを複数回実

践した成果がここにもあったものと考えられる。

　授業後には，「家族のかたちもさまざまで，血縁

関係がなくても信頼関係で家族を築いていけるので

はないかと思う」，「血はつながっていなくても，一

緒に過ごした時間で家族になれるという意見は素敵

だと思った」，「個人的には肯定側だったがディベー

トをするうちに，血はつながっていなくてもお互い

信頼できる存在であれば，ペットでも家族といえる

のだと思うようになった」，「血のつながりがない人

を心の底から信じて家族と思うには，時間がとても

必要ではないか」，「生まれた瞬間から長い時間一緒

に生きてきた血縁者は家族と呼ぶにふさわしい」な

ど，家族とは何かを深く考察したレポートが提出さ

れた。中には，「親や親戚のいない子どもにも，家

族はこれからできると希望をもってもらいたい」と

いう思いを抱いた学生もいた。

論
題
１
「
人
は
結
婚
す
べ
き
で
あ
る
」

肯
定
側
意
見
（
一
部
）

・幸せになれる、パートナー・子どもがいることが一番幸せ
・結婚することが正式な形である
・子孫繁栄、未来につながるために必要
・結婚したから子どもをもたなくてはならないということはない
・守るべき人がいることで成長できる、みえる社会が広がる
・金銭的に協力できる、家事も分担できて負担が軽減する
・親が安心する
・世間や親からも認めてもらえる
・地域が活性化する
・家族愛を感じることができる
・悩みや心配事を共有できて助け合える

否
定
側
意
見
（
一
部
）

・結婚しなくても一緒に住むことはできる
・結婚しなくても子どもをもつことはできる
・子どもはお金がかかるし、いなくてもよい
・一人で暮らしていける
・自分の好きなように生きていける、気楽
・お金を自由に使える
・結婚すると自分の時間が削られる、生活リズムが崩れる
・負担が増えてイライラして喧嘩し、別れることになる
・パートナーに先立たれたら悲しい
・一人の人を一生愛せない
・結婚するまでが幸せ
・結婚にメリットがない
・結婚しなければいけない決まりはない

図１　論題１「人は結婚すべきである」の肯定側・否定側意見のまとめ
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　4.2　学習指導案作成と模擬授業
　ディベート実践後に学生から提出されたレポート

には，家庭生活や家族について教師として伝えたい

ことや，目ざしたい授業のあり方についても記され

ていた。それが，「家族が愛情をもって育ててくれ

たからここまで成長できたということをわかってほ

しい」，「家族はかけがえのないものであり，子ども

たち自身もその一員であることを理解させ，家族を

幸せにすることを教えたい」，「いろいろな家庭があ

るので，授業を受けて苦痛や悲しみを感じることな

く，自分の家庭生活に前向きに生かせるような授業

をしたい」，「家族にやったことを話したり，家庭で

実践したくなったりするような授業をしたい」，「家

族や団らんについて興味をもってもらい，積極的に

コミュニケーションをとれるような授業をしたい」，

「自分の家族を大切にできる子どもにしたい」など

の記述である。ディベートの実践により学生自身の

考えが深まるだけでなく，子どもに教育する場面に

まで考えが及んだのである。そこで，その考えを具

体的な授業のかたちにすべく，別コマにおいて模擬

授業を実践した。

　学生一人ずつに家庭生活・家族分野の指導案（略

案）作成に取り組ませた後に４つの班に分かれ，班

としての指導案を作成させた。個人の作成した指導

案を一つ採用して意見を加えたり，複数の指導案を

組み合わせたり，班員で話し合いをしながら新たな

指導案を作成したりするなど，各班に工夫がみられ

た。ある班は，「家族を支えるスーパーマンになろ

う！」という，児童の興味・関心を大いに引き付け

る題材名で，家庭には生活を支える大切な仕事がた

くさんあり，その中には自分にもできることがある

ということを気付かせる模擬授業を行った（写真

２）。また別の班は，児童の成長には家族の支えが

あることに気付かせ，家族への思いを手製のプレゼ

ントとともに伝えていく授業を提案した（写真３）。

各班とも本時において児童へ最も伝えたいことが明

確にあり，導入とまとめを丁寧に扱っていた印象で

ある。また，児童たちのさまざまな家庭環境を考慮

した雰囲気作りや言葉遣いに努めているようであっ

た。

　模擬授業後のレポートには，「家族の分野を扱う

には配慮しなければならない部分もあるため，指導

案作りが難しかった」，「改善点がたくさん見つかっ

た」，「教師によって子どもの学びの深さが変わって

しまうため，経験を積みたい」など，実際に指導案

を作成し模擬授業を行う難しさや反省点が多かっ

た。そのような中でも，「ディベートを通して人そ

れぞれ様々な考え方があると知った。そのうえでの

指導案作りと模擬授業はやりがいがあった」と述べ

た学生もおり，指導案作成や模擬授業にディベート

の経験が生かされたものと考えられる。

論
題
２
「
家
族
を
一
言
で
表
す
の
は
血
縁
関
係
で
あ
る
」

肯
定
側
意
見
（
一
部
）

・科学的に家族と証明できるのは血縁関係のみ

・血のつながりに勝るものはない

・血のつながりには強い絆がある

・代々受け継がれている血縁こそが大切

・血がつながっていなければ結局は他人

・親から血を分けてもらったからこそ大事な家族だと思える

・夫婦をつなぐのは、二人の子どもとの血縁関係

・自分の子どもを必死で守り育てるのは血がつながっている本能

否
定
側
意
見
（
一
部
）

・血のつながりがなくても愛情や信頼があれば家族といえる

・ともに過ごすことで家族となる

・協力し支え合いながら生活するのが家族

・血がつながっていても気持ちがつながっていなければ家族とはい

えない

・どんなかたちでも家族と思えば家族

・心のつながりが一番

・夫婦は家族でも血はつながっていない

・家族＝血縁という考えは古い

・ペットも家族

図２　論題２「家族を一言で表すのは血縁関係である」の肯定側・否定側意見のまとめ
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写真２　模擬授業風景

　4.3　アンケート調査から
　質問紙によるアンケート調査を分析した。選択回

答を求めた５つの設問の回答結果は図３の通りであ

り，すべての設問において「強くそう思う」と「そ

う思う」のポジティブな回答に集中したことがわか

る。

　設問６には「他の人の意見でとても揺れた」，「自

分の本音と違う側の意見を見つけなければならない

のは難しかったけど，逆の立場だからわかることも

たくさんあった」，「審判のときに，両方の意見を聞

いて自分の気持ちが揺れ動くのを感じて楽しかっ

た」などの記述があり，他者の意見を聞きつつ新た

な意見を次々に捻出することで，家族について多角

的にとらえられるようになったと考えられる。ま

た，「新しい視点でものを考えるのに有効だと感じ

た」，「ディベートを通し，自分の意見を主張したり

相手の意見を受け止めたりして，コミュニケーショ

ンの取り方も学べた」など，ディベートの効果を多

くの学生が実感した他，「家族の存在がとても大き

く，ありがたいと強く感じた」など，ディベート実

践が自身の家族について改めて考え，思いを馳せる

きっかけにもなったようである。

　設問３（１）において「あまりそう思わない」を

選択した１名は，同（２）において「考え方を変え

てみたが気持ちに変化は起きなかったから」と回答

していた。結果として気持ちや考えが揺るがなかっ

たとしても，反対意見を考えた過程や経験は非常に

重要であることを，今後の指導において伝えていく

必要がある。

強く
そう思う

そう思う
どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

まったくそう
思わない

設問 1(1)
ディベートを行うことで、個人的意見にとらわれず

多様な考えを巡らせることができたか。
7 9 0 0 0

設問 2(1)
ディベートで他者の意見を聞くことで、自分の考え

が揺り動かされたり新たな考えが生まれたりしたか。
7 9 0 0 0

設問 3(1)
ディベートを行うことで、自分の家庭生活・家族に

ついて考えが深まったか。
8 7 0 1 0

設問 4(1)
ディベートを行うことで、家庭生活・家族について

教師として子どもに伝えたいことが明確になったか。
5 10 0 1 0

設問 5(1)

家庭生活・家族に関する授業構想・指導案作成・模

擬授業において、ディベートの経験は効果的であっ

たか。

10 5 1 0 0

図３　選択式調査項目集計結果
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写真３　学生が作成した指導案
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５．おわりに

　本研究により，学生の家庭生活や家族についての

思考は深まったものと考えられる。また，作成され

た指導案や模擬授業からは，ディベートを経験した

ことで得た，教師として児童へ伝えたい事項が明確

にうかがえ，指導力の面でも一定の成果があったと

結論づけられた。ある学生からは，「家庭科は家族

とのつながりを強く意識していて，自分の成長を振

り返ったり，家族のかたちや役割，大切さに気付い

たりすることができる。児童の心に寄り添える教科

であると思う」との深く考察されたレポートが提出

された。

　ただし，家庭生活・家族の学習は広範にわたり，

本研究の内容のみで知識や指導技術がすべて得られ

たわけではない。なお一層充実した教員養成が行え

るよう，今後も検討を続けたい。

６．倫理的配慮

　個人情報の取扱いには十分配慮し，個人が特定さ

れないよう写真の一部を加工した。また，写真やア

ンケートは研究目的のみに使用することの承諾を得

ている。
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Abstract

Deepening Consciousness and Furthering Teaching Ability by Debating About the Family

Ayaka BABA
Faculty of Child Development and Education, Uekusa Gakuen University

　The ministry's curriculum guideline for home economics in elementary school includes materials regarding teaching 

about the family and family life. This study is a report of lesson practice which is intended to develop students’ thinking 

about the family and family life using debate. Debate permits us to think from various perspectives, without the need 

of a personal opinion, which makes it a suitable method for thinking about the family. Students aspiring to become 

elementary school teachers had in-class debates about two themes relevant to the family and determined whether the 

affirmative team or negative team won. Making affirmative or negative remarks, students discovered new ideas about 

the family and family life. In addition, they acquired information to teach elementary school students about the family, 

so they tried creating a teaching plan and teaching trial lessons on the family in four groups. Those lessons were the 

results of their experiences and ideas coming from the debates.

　Keywords: teacher training course, home economics in elementary school, family, debate




